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交通手段の発達や情報化が進む中で，経済，社会，文化等の様々な面で国際交流が進展し，国
際的な相互依存関係はますます深まっている。また，地球環境問題，エネルギー問題，人口問題，
難民問題など地球規模の問題が深刻化し，これらの問題の解決に当たっては，国際的な協調が不
可欠となっている。こうした状況を踏まえ，教育の分野においても，地球環境問題への対応や，
科学技術や文化の面などで，今後一層積極的に国際社会に対して貢献し，世界の安定と発展に寄
与していく資質や能力を養うことが求められている。教育基本法第 2 条第 5 号及び学校教育法第
21条第 3 号においても，「他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。」と
する目標が示されている。よって，世界に生きる一人という自覚をもたせ，国際社会の平和と発
展に寄与する心情もたせることが重要だといえる。国と国とが支え合うことの大切さや，ボラン
ティアの人々の活躍を伝えることで，生徒の進路選択の幅を広げ，よりよい生き方を求める意識
を高めることを目的とし，授業実践を行った。また，中央教育審議会 第一次答申「21世紀をし
た我が国の教育の在り方について」（平成 8 年 7 月）の第 3 部第 2 章では，国際化と教育につい
て「国際化が進展する中にあって，広い視野とともに，異文化に対する理解や，異なる文化を持
つ人々と共に協調して生きていく態度などを育成することは，子供たちにとって極めて重要なこ
とである。」と示されている。国際協力は他国の文化の良さを見出し，違いを認め，相互に理解
することを基本として成り立つことから，異文化の一例としてパラグアイを題材に取り上げ，他
国のよさや面白さを感じ取ることを通して，異文化理解を深める授業実践を行った。さらに，同
審議会では国際理解教育を進めるにあたり「個の確立」の推進も示されている。生徒たちに自国
の歴史や伝統文化などについての理解を深める指導を取り入れながら，授業展開を工夫した。

授業実践を通して，以下のような手立てを講ずれば，異文化理解と国際協力の心を備え，社会
の発展と人々の幸福に貢献する生き方を目指す生徒の育成が図られると考えた。

（1）他国の文化の例として，パラグアイの文化を幅広く紹介し，よさや面白さを発見する授業を
通して異文化理解を深めさせる。

（2）発展途上国の現状や，世界が相互に支え合い成り立っていることを理解させ，国際協力の在
り方について考えを深めさせる。

（3）人々の幸福と社会の発展のために生きるボランティアの方々の生き方や思いを紹介し，自己

Ⅰ 実践の目的

Ⅱ 授業の構成

国際理解教育～地球市民の一員としてできることを考える～
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の生き方の変容と進路選択の視野を広げる。
（4）パラグアイにおける日系人の活躍や，移民政策と開拓の歴史を紹介し，日系社会を通して自

国の歴史や伝統文化についての理解を深め，共生社会について考えさせる。
（5）地球市民という考え方を推進し，国際支援の在り方を理解させ，発展途上国の抱える問題を

解決するために考え行動しようとする心を育む指導を工夫する。

時間 主な活動内容 ねらい
1 時間目
（ 7 月）

パラグアイの人々に贈るために，自分の好き
な言葉を書いた和柄のしおりを作る。

パラグアイの人々に贈る和柄のしおり
作りを通して，世界とつながることに
興味・関心をもたせる。

2 時間目
（11月10日）

パラグアイの伝統工芸品「ニャンドゥティ」
の鑑賞をする。地位，文化，言語，衣食住に
ついて知り，他国の文化のよさや面白さを発
見する。

パラグアイの伝統工芸品や風土，言
語，衣食住について知り，異文化理解
を深めさせる。

3 時間目
（11月11日）

①第二次世界大戦前後の移住政策と開拓の歴
史について知る。

②日系社会，日本語学校から自国の文化を捉
え直し「日本の心」を考える。

①パラグアイにおける日系人の活躍や
移民政策と開拓の歴史を紹介し，日
系社会を通して自国の歴史や伝統文
化についての理解を深め，共生社会
について考えさせる。

②日本の文化の価値を再認識する。
4 時間目

（11月18日）
発展途上国の現状とボランティアの人々の活
躍を知り，国際協力の在り方を考える。

国際協力について理解を深め，人々の
幸福と社会の発展に貢献する生き方に
関心をもたせる。

5 時間目
（11月20日）

地球市民の考え方を知り，その一員として発
展途上国の子どもたちのために何ができるか
考える。

国際支援の在り方，支援の多様性につ
いて理解を深め，自分たちにできるこ
とを考える。

〈準備物〉 ペン，折り紙，厚紙，カッター，のり，リボン，穴あけパンチ，辞典，ラミネート
用紙

段階 活動内容 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
導入 1 ．本時のめあてを確認する ○教師海外研修でパラグアイに行くことを伝える。

展開 2 ．パラグアイの位置を確認
3 ．しおりに書く日本語を決
める

一斉
・個

◆パラグアイは日本のほぼ反対の南米の中心にあるこ
とを伝える。

Ⅲ 授業の詳細

……………………………………………………………………………………………………………………────────────────────────────────────────────……………………………………………………………………………………………………………………　 1時間目　

めあて：パラグアイの人々に贈る和柄のしおりを作ろう。
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段階 活動内容 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
4 ．しおりを作成する ○自分の好きな言葉から，パラグアイの人々に伝えた

い言葉を選ぶ。
◆厚紙と和柄の折り紙を使ってしおりを作成させる。
○机間指導をして制作の支援をする。
○教師海外研修でパラグアイの学校を訪れた際に，日

本の学校の紹介と，このしおりを渡すことを伝え，
他国とのつながりの意識をもたせる。

□他国に伝える言葉を主体的に考え，興味・関心を
もって制作に取り組んでいるか。

終結 5 ．片付け

〈準備物〉PC，スクリーン，ワークシート 1 ，ニャンドゥティ，マテ茶，アオポイ

段階 活動内容＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
導入 1 ．学習全体の流れを把握する

2 ．本時のめあてを確認する
一斉 ◆パワーポイントで授業全体の流れを説明する

展開 3 ．班編成をする
・ 1 班 5 ～ 6 人計15班に分かれる。
4 ．パラグアイの伝統工芸品ニャン
ドゥティを鑑賞する

・自分の班の作品を鑑賞した後，他
の班の作品も見て回る。

・感じたことをワークシートに記入
し発表する。

＊編み方が細かくて模様が綺麗。

班・
個

◆班ごとに丸くなり，中心に置かれた実物の
ニャンドゥティを鑑賞させる。

○他の班に置かれたニャンドゥティも，歩き回
り自由に鑑賞させるようにする。

……………………………………………………………………………………………………………………────────────────────────────────────────────……………………………………………………………………………………………………………………　 2時間目　

めあて：他国の文化を知り，よさや面白さを発見しよう。

写真 2 　完成したしおり

写真 1 　「一期一会」と
書かれたしおり

写真 3 　贈る時の様子 写真 4 　贈る時の様子

写真 5 　ニャンドゥ
ティ

写真 6 　鑑賞の様子
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段階 活動内容＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
＊どうやって作っているのだろう。
・模様の形を想像し，班ごと話し合

いワークシートに記入する。
・見えた模様を発表する。
＊花，蝶，太陽，風車，扇風機，孔

雀，蜘蛛の巣など

5 ．パラグアイの風土，地位，文化，
言語，衣食住について知る

6 ．グアラニ－語のニャンドゥティ
という言葉の意味を予想する

・班ごとに話し合い，友達の予想も
記入後，発表する。

7 ．ニャンドゥティについてさらに
詳しく知る

・縫い方の動画や写真を見て制作方
法や様々な工夫を知る。

＊伝統が失われるのはさみしい。

班

一斉

班

一斉

◆ワークシートに感じたことを記入後，発表さ
せる。

□他国の伝統工芸品に興味・関心をもち主体的
に自分の感じたことをまとめているか。

○自由に発言する雰囲気づくりを行う。
◆ワークシートに鑑賞したニャンドゥティの模

様を記入後，発表させる。
○模様をひとつひとつ確認し意見の共有を

図る。
◆パワーポイントでパラグアイの地位，風土，

文化，言語，衣食住について説明する。（図
1 ， 2 　写真 7 ～10）

○伝統衣装アオポイ（写真 7 ）は実物を提示
する。

○テレレ文化（写真 9 ）紹介はマテ茶を実際に
試飲さる。

◆グアラニー語でニャンドゥティの意味を予想
させ，友達の予想と比較させた後，発表さ
せる。

〇ニャンドゥティは蜘蛛の巣という意味だと説
明する。

◆ニャンドゥティの縫い方の動画を見せる。
○制作に時間がかかり，生計を立てるには困難

などの問題があることから，作り手が減って
いると説明する。

○伝統工芸を継承することの大切さや難しさを
考えさせる。

○日本の伝統工芸も同じ課題があることを考え
させる。

終結 8 ．本時の感想をワークシートに記
入後，発表する

◆ワークシートに感想を記入する。
○他者の感じ取ったことを認めたり，自分の感

じ取り方と比較したりしながら発表を聞か
せる。
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〈使用した図・資料・写真の一部抜粋〉

〈準備物〉PC，パワーポイント，スクリーン，ワークシート 2 ，筆記用具

段階 活動内容＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
導入 1 ．パラグアイの学校について知る

（写真11）
＊生徒が教科書を持っていない学校

が多い。
＊給食が無い学校があるから，半日

しか学校に行かないのか。
2 ．日本とパラグアイのつながりに
ついて考える

＊なぜ日本人を温かく迎え入れてく
れるのだろう。

3 ．本時のめあてを確認する

一斉 ◆パワーポイントでパラグアイの学校の様子を
説明する。

○日本の学校との違いや，本時で知るパラグア
イの日本語学校との違いや共通点に気付かせ
ていく。

○都市と地方とでは学校設備に差が見られる。
○教科書を持っているのは教師のみ。
○給食が無く，午前と午後の二部制の学校が

多い。
○学校に行かない時間は家の手伝いなどをして

いる。

……………………………………………………………………………………………………………………────────────────────────────────────────────……………………………………………………………………………………………………………………　 3時間目　

図 1 　パラグアイの場所確認

写真10　食文化

図 2 　パラグアイの基礎知識

写真 7 　伝統衣装

資料 1 （ワークシート）

写真 8 　首都アスンシオン 写真 9 　テレレ文化の様子
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段階 活動内容＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
○現地でとても温かな歓迎を受けたことを伝え

る。また，それは日本人のパラグアイの移住
の歴史と関わりがあることを伝える。

展開 4 ．イグアス移住地と日系社会の把
握（写真13）

5 ． 問 1：当時の日本の人々はな
ぜ海外へ移住したのだろう。

・考えをワークシートに記入し，発
表する。

6 ．実際の移住者の声を聞き移住の
理由の一例を知る

7 ． 問 2：あなたの家族（班）は日
本から海外へ移住をしますか。

・家族の役割を決め，移住するかし
ないか話し合いワークシートに記
入する。

8 ．各家族の考えを発表する（図 3 ）

一斉

個

一斉

班

◆パワーポイントでイグアス移住地の場所と様
子を説明する。

○パラグアイの日系社会の経緯について説明
する。

◆ワークシートに自分の考えを記入させる。
○当時の人々はどのような気持ちで移住を決意

したか想像させる。
○ワークシートに記入したことを発表させる。
◆日本人移住者の園田さんの話を動画で紹介

する。
○戦争による貧困のため仕事を求めてパラグア

イに移住したことを理解させる。
○移住政策を政府が掲げていたことも説明

する。
◆ロールプレイで班ごとに家族になって役割を

決め，移住するか，日本に残るかを話し合わ
せワークシートに記入する。

○当時の日本人の心情になって考えながら，自
国の戦前戦後の移住政策について理解を深め
させる。

〇自分の班の考えを発表させる。
○各班の考えを自分の班の考えと比較しながら

聞く。

めあて：日系社会について学び，日本の文化を見つめ直そう。

写真11　パラグアイ
の小学校

写真12　歓迎の様子
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段階 活動内容＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
9 ．パラグアイ移住者の開拓の様子
を知る・イグアス日本「匠」セン
ター（移住資料館）の写真を元に
当時のパラグアイの開拓の歴史と
変容を知る。

＊開拓する上でどのような苦労が
あったのだろう。

＊移住して大変だったことは何だ
ろう。

＊移住した日本人は現在どうしてい
るのだろう。

10．日本語学校の様子を知る（写真
15，16）

＊ラジオ体操で一日が始まる。
＊ルールや決まりの掲示物がある。
＊日本の学校と同じように掃除して

いる

11．「日本の心」とは何か考えワー
クシートに記入する。（図 4 ）

一斉

一斉

個

◆パワーポイントでイグアス日本「匠」セン
ター（移住資料館）の写真を見せる。

○最初は密林だった場所を日系人とパラグアイ
人が協力し，開拓し農地に変えていったこと
を説明する。

○人生を切り開いていく生き方の苦労ややりが
いを理解させる。

◆パワーポイントで日本語学校の写真を見せな
がら説明する。

○日本から遠く離れても日系人が大切にしてい
る「日本の心」について考えさせる。

□日本に生きる人々が大切にしてきた心はどの
ようなことかを考え，自分の言葉でまとめて
いるか。

終結 12．本時の感想をワークシートに記
入し，発表する

一斉 ◆ワークシートに本時の感想を記入させ，発表
させる。自分の感じ取り方と比較しながら発
表を聞かせる。

写真14　移住資料館　写真

写真15　日本語学校の様子
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〈使用した図・資料・写真の一部抜粋〉

写真13　イグアス移住地と「匠」センター（移住資料館）

写真16　イグアス日本語学校の様子

図 3 　ロールプレイ結果　あなたの家族（班）は日本から海外へ移住しますか？

 

する 

しない 

その他 

図3 ロールプレイ結果 

あなたの家族（班）は日本から海外へ移住しますか？ 

3 

・父だけ移住してお金を貯めた
ら日本に帰ってくる。

・意見が割れたから家族全員で
は行けない。

・ふるさとを離れたくない。
・言葉が通じないのは困る。
・移住しても成功するとは限らない。
・船の移動は安全の保障がなくて不安
だから。

・戦争で飢え死にするくら
いなら新しい土地で農業
をする方が良い。

・時間はかかっても生活が
できる暖かい国へ移住し
たい。

・新しい土地で成功してお
金を稼ぎたい。

資料 2 （ワークシート） 図 4 　「日本の心」まとめ 写真17　日本語学校の様子



― 74 ―

佐々木　りえ

〈準備物〉PC，パワーポイント，スクリーン，資料，筆記用具

段階 学習活動　＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
導入 1 ．前時までの学習を振り返る

・移住するか，日本に残るかのロー
ルプレイの結果（図 3 ）と「日本
の心」についてみんなの考えを知
る。（図 4 ）

2 ．資料「パラグアイ農業に日系人
の姿あり」を読む（資料 5 ）

・パラグアイの日系人が大豆の栽培
に成功し，世界でも上位の生産と
輸出を行っていることを知る。

3 ．東日本大震災時にパラグアイの
日系移住者とパラグアイ国民から
の寄付で大豆100t（豆腐100万丁）
の支援を受けたことを知る（写真
18　資料 5 ）

4 ．本時のめあてを確認する

めあて：発展途上国と国際協力について学ぼう。

一斉 ◆前時の振り返りをする。
〇他国の文化を認めることと同様に自国の良さ

をしっかりと認識し大切にし続けることも大
事だと伝える。

◆互いに協力し合い，真面目に働く日本人移住
者たちが，現地の人に好意をもって受け入れ
られたことを伝える。

〇イグアス移住区で始まった大豆の不耕起栽培
はパラグアイ全土に広まり，現在では世界第
4 位の輸出量であることを伝える。

◆パラグアイの日系農家が生産した大豆100t
とパラグアイ全土からの寄付を受け，豆腐
100万丁を日本で生産し，被災地に贈る運動
があったことを伝え「国際協力」について考
えさせる。

展開 5 ．発展途上国について知る。
・途上国の分布と定義を知る。
・図「小田家の 1 日ごはん編」から

日本と発展途上国との関係を
知る。

＊他国で生産された物を輸入して，
現在の豊かな食生活がある。

＊自国の生産品だけで生活を成り立
たせるのは難しい。

・発展途上国の問題を，クイズ形式
で捉える。

一斉 ◆発展途上国についてパワーポイントを使って
説明をする。

○発展途上国の定義はそれぞれの機関で異なる
ことを理解させる。

○資料「小田家の 1 日のごはん編」では発展途
上国を「かわいそうな国」や「支援を要する
国」として捉えるだけで終わらず，日本も発
展途上国で生産された物を輸入して豊かな生
活を送ることが出来ていることを理解させる。

○東日本大震災の際は，日本も世界から様々な
支援を受けたことを踏まえ，世界は助け合い
で成り立っていることへの理解を深めさせる。

……………………………………………………………………………………………………………………────────────────────────────────────────────……………………………………………………………………………………………………………………　 4時間目　

写真18　支援を受けた豆腐
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段階 学習活動　＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
＊ 5 才まで生きられない子がそんな

にいるなんてかわいそう。
＊どうしてこんな状況があるだ

ろう。
＊解決策はないのか。

6 ．発展途上国としてパラグアイの
課題を知る

＊日本では当たり前のことが発展途
上国や世界から見るとそうではな
いのか。

7 ．国際協力の体制を知る
・JICA について理解する

8 ．JICA のボランティアの方々の
活動を知る（写真19）

①眞喜志直子さん（教育）
②大澤みずほさん（医療）
③小川正子専門家（医療・保健）
④遠藤久美子さん（教育）
・ボランティア志望動機などを知る
（図 6 ）

〇発問で発展途上国の特に深刻な問題について
捉えさせる。
Q 1 ， 1 日 1 ドル以下で生活する人の数は？→ A，11

億人
Q 2 ，学校に通うことの出来ない子どもは世界中にど

のくらいいるでしょう？→ A， 1 億3000万人
Q 3 ，もっとも貧しい国々で 5 才までに死んでしまう

子どもの数は，1000人のうち何人？→ A，164人

◆パラグアイの抱える主な課題をパワーポイン
トで説明する。

◆国際協力の取り組みの体制と，JICA につい
てパワーポイントで説明する。

◆写真でボランティアの方々の活動を紹介
する。

○具体的にその国の人のために，どのような活
動をしているのか理解を深めさせる。

◆ボランティアの工夫や活動にかける思いなど
を紹介する。

◆現在アフリカで青年海外協力隊として活動す
る遠藤久美子さんから，頂いたメッセージを
紹介する。

□人々を幸せにするボランティアの活動に興
味・関心をもって話を聞いているか。また，
ワークシートに自分の言葉で感じたことをま
とめているか。

図 5 　国際協力の取り組み体制
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段階 学習活動　＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
終結 9 ．本時の感想をワークシートに記

入し発表する
一斉
・個

◆本時の感想を記入する。
○他者の感じ取ったことを認めたり，自分の感

じ方と比較したりしながら発表を聞かせる。

〈使用した図・資料・写真の一部抜粋〉

資料 3 　JICA 横浜国際センター海外移住資料館
『海外移住資料館だより2006AUTUMN　資料探
検隊！第 5 回　パラグアイ農業に日系人の姿あ
り！～パラグアイの食卓を豊かにした～』P 4 ，
P 5 （2006年）

資料 4 　JICA 資料「Find the Link どうなってるの？世界と日本」

写真19　JICA のボランティア隊員および専門家
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〈準備物〉PC，パワーポイント，スクリーン，資料，ペン，感想用紙，筆記用具

段階 学習活動　＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
導入 1 ．シミュレーション「世界がもし

100人の村だったら（図 7 ）
・性別，年齢，地域，栄養状態，言

語，あいさつの言葉，識字につい
ての質問をもとに，地球全体の
様々な人々の割合を把握する。

2 ．本時のめあてを確認する

めあて：地球市民の一員として，発展途上国の子どもたちを助ける支援を考えよう。

一斉 ◆「世界がもし100人の村だったら」シミュ
レーションを行い，世界を縮小した規模で
様々な人の割合を捉えさせる。

○あらかじめ 1 人に 1 枚ずつ役割カードを配布
しておく。

○当てはまる生徒を起立させる。

展開 3 ．地球市民の定義を知る
4 ．班に分かれて資料を読み，発展
途上国の子どもたちがどんなこと
に困っているのか知る。（資料
7 ， 8 ）

＊発展途上国の子どもたちは，安全
な水が得られない。

＊栄養不足で病気になりやすい。
＊様々な理由で学校に行けない。
5 ．学校に行けないと，どのような
ことに困るか考えてみよう」を前
時の学習をもとに班で話し合い記
入する。

＊字が読めないので仕事が限られ収
入が得られない。

＊薬や注意書きなどが読めないの
で，安全に関する知識が得られ
ない。

一斉
班

◆地球市民の定義を伝える。
〇地球市民とは，人種，国籍，思想，歴史，文

化，宗教などの「違いをのりこえ，誰もがそ
の背景によらず，人として尊重される社会の
実現」を目指し，活動する人々のことをいう。

◆資料から発展途上国の抱える問題について
「子どもたちが困っていること」を捉えさ
せる。

……………………………………………………………………………………………………………………────────────────────────────────────────────……………………………………………………………………………………………………………………　 5時間目　

図 6 　アフリカの JOCV 遠藤久美子さんから頂いたメッセージ

資料 5 　発展途上国
の子どもたちが困っ

ていること

資料 6 　学校に行け
ない理由
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段階 学習活動　＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
6 ．子どもたちを助ける支援を班で
話し合い考え，カードに記入
する。

・ 1 枚のカードに 1 つ支援を記入
し， 9 枚作成する。

＊募金する。
＊学校の数を増やす。
＊安全な水が飲めるように技術を伝

える。
＊医者を派遣する。
7 ．支援が書かれた 9 枚のカードを，
大事だと思う順に並べ，ダイヤモ
ンドランキングをつくる。

・大事だと思う理由を考えながら並
べる。

＊ 1 番大事なのは子どもたちの病気
を治す薬を送るなど命に関わるこ
とだと思う。

＊根本的に社会の構造を発展させる
ため学校を作ることが大事だと
思う。

8 ．代表の班が発表する
・支援の内容の説明と，ランキング

の理由を説明する。
・発表を聞く側は，自分たちの考え

た支援の内容と比較しながら
聞く。

9 ．持続的支援と一時的支援につい
て知りもう一度ランキングを並
べる。

＊募金は使えば消えてしまうので一
時的なもの。

＊病院や学校を作っても働く人がい
なかったら一時的支援になってし
まう。

10．代表の班のダイヤモンドランキ
ングを教師が紹介する。

班

一斉

班

一斉

◆前時で学習したボランティア隊員の例を出し
て説明をする。

〇生徒の考えを引き出し記入させるが，どうし
ても 9 つ浮かばない班には教師が用意したヒ
ントを配布する。

◆ダイヤモンドランキングを写真に撮りスク
リーンに映しながら発表することを説明
する。

□興味・関心をもって支援の内容を考え活動に
参加しているか。

〇発表したい班に挙手をさせる。また，巡視し
てよく考えている班に対して指名を行う。

〇支援の内容の共有を図る。
◆持続的支援と一時的支援について説明し，も

う一度ランキングを並び替える。
〇一時的支援は募金，支援物資など，困ってい

る人をすぐに助けることができ，緊急を要す
る際に重要であることを伝える。

◆持続的支援は技術提供や教育など支援者がい
なくなった後も残るような支援であり，問題
を根本的に解決する上で重要であることを伝
える。

写真20　ダイヤモンドランキング
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段階 学習活動　＊生徒の反応 形態 ◆教師の指導　○留意点　□評価
＊農業の技術を伝えることと，教師

の育成を上位にもってきた。
＊物やお金だけではなく，技術や学

力の指導も支援だということが分
かった。

＊場合に応じた支援の在り方を考え
いくことが必要だ。

〇ボランティアの多様性を捉えさせる。
〇持続的支援と一時的支援はどちらかが優れて

いるのではなく，それぞれに良さがあること
に気付かせる。

終結 10．国際理解教育の授業全体を通し
ての感想を記入し発表する。

一斉 ◆ワークシートに全体の感想を記入後発表さ
せる。

□授業の感想を自分の言葉でワークシートにま
とめているか。

〇全体の授業のまとめを行う。

〈使用した図・資料・写真の一部抜粋〉

図 8 　100人村シミュレーション
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〈授業後の生徒の感想〉
・他国には色々な伝統工芸品や文化があることが分かりました。景色や工芸品を見ることがで

きてとても楽しかったです。
・パラグアイのことは何も知らなかったけど，文化や食事や衣服が日本とは全く違い，興味が

湧いてきました。外国に行ってみたいという気持ちになりました。
・パラグアイの農業に日系人がとても貢献していてすごいと思った。震災が起きた時にパラグ

アイ人や日系の人々が助けてくれて，日本とパラグアイはお互いに支え合っていると思いま
した。

・ 5 歳まで生きられずに死んでしまうなんて早過ぎるしかわいそうだと思いました。世界には
学校に行きたくても行けない人もいて，今私たちが授業を受けることができるのも貴重なこ
とだと思い，もっとまじめに普段の授業を頑張って受けようと思いました。

・改めて世界の現状を知って悲しい気持ちになりました。私は食べ物の好き嫌いなどをしたり，
水を出しっぱなしにしたりしていてもなんとも思わなかったけど，苦しんでいる人たちのこ
とを考えたら申し訳ないと思いました。大変な人々を助けようとするボランティアの人はす
ごいと思いました。

・外国の人ために頑張っている日本人が多いことを知りました。もっと世界全体が豊かになる
よう募金をしたり物を大事にしたりするなどを心がけていきたいと思いました。

Ⅳ 実践の成果

写真21　授業の様子 写真22　授業の様子
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各授業後の感想と， 5 時間全体を通しての生徒の感想から，国際理解の授業実践を通して，
以下のような手立てに応じた成果が得られたといえる。

（1）他国の文化を知ることは面白い。」「もっと見たい。」という気持ちを高めるため， 2 時間
目の実践授業の中で，パラグアイの伝統工芸品「ニャンドゥティ」に焦点を当てて鑑賞を
行った。現地で入手した本物の教材を用いて授業を行い，鑑賞では夢中で色や模様から良さ
や美しさを感じ取っている様子が見られ，生徒の興味・関心を高め，異文化理解につながる
導入ができた。日本とは異なる衣食住や環境，文化などにも驚きの反応を示し，活発に質問
をしていた。実際にその国の写真を見たり，マテ茶のテレレ文化を体験したりすることで，
他国の文化のよさや面白さを，体験を通して感じさせることができた。

（2）実践授業 3 時間目の感想から，異国の地で努力を続ける生き方や，勤勉さと協調性で現地
の人に受け入れられ，共生社会を築いたことを知ることができたと分かる。また，ロールプ
レイを通して当時の歴史的背景や心情に迫りながら移住の歴史と共生社会について知ること
ができたと捉えることができる。

（3）実践授業を終えた生徒の感想から，自分たちの生活はあらゆる国や人々に支えられて成り
立っていることへの理解を深めさせることができたといえる。実践授業 3 ， 4 時間目の感想
では，「私は以前から外国に行ってみたい，そこで働きたいと考えていましたがその気持ち
が強くなりました。」という声が上がった。また「誰かの人ために頑張っている人の生き方
を知り，自分も夢の実現に向けてもっと勉強しようと思いました。」「もっと世界全体が豊か
になるよう募金をしたり物を大事にしたりするなどを心がけていきたいと思いました。」と
いう生徒の感想から，実践授業を通して国際協力への興味・関心の高まりと自己の変容が認
められた。

（4） 5 時間目の実践授業を通して発展途上国の子どもたちを助ける支援を考えることができた
といえる。また，ダイヤモンドランキングを通して支援の多様性を知り，持続的支援や一時
的支援の特徴を考え，学びを深めることができた。
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・生徒の感想の中に,「発展途上国の人たちはかわいそうだと思った。自分達は日本に生まれて
恵まれていると思った。」という言葉があった。貧困や学校に行けない子どもたちに対して,
どこか遠い国の出来事として客観視したまま完結してしまった生徒もいることが分かった。
今後も話を続け，自分も世界に生きる一人として，身近なところからでも何かできることは
無いかという心構えを築かせていくことが課題である。

・ 5 時間目において，発展途上国の子どもたちに対する支援の内容を考える時間と，ランキン
グ付け，さらには支援の多様性を理解させるなど，内容を詰め込み過ぎたことが要因で，持
続的支援と一時的支援の特徴を知るだけで終わってしまった。理解を深めるために，それぞ
れの良さを考えさせ，その国の人々のニーズに応じて支援策を考えていくことの重要性をよ
り深く捉えさせていかなければならないと考える。

・支援カードのランキングは，授業後に写真としてしか残すことができなかったので，次回の
実践の機会があれば，形として留めておく工夫を取り入れたい。模造紙などに貼り掲示をし
て共有を図れればと考える。

・考えて終わりではなく，実際に行動に繋げていく手立てを考える。例えば，架空募金や，現
地に物資を送るなど，国際交流や支援の情報の収集と考案を行っていきたい。

Ⅴ 課　題

関連する学習指導要領の内容と文言

中学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編

第 2 章　総合的な学習の時間の目標　第 1 節目標の構成　第 1 目標

横断的・総合的な学習や探求的な学習を通して，自らの課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、

主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに、学び方やものの考え

方を身に付け、問題の解決や探求活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て、自己の

生き方を考えることができるようにする。

第 4 章　指導計画の作成と内容の取扱い　第 1 節指導計画の作成に当たっての配慮事項

（5 ）学習については、学校の実態に応じて、例えば国際理解、情報、環境、福祉・健康などの

横断的・総合的な課題についての学習活動、生徒の興味・関心に基づく課題についての学習

活動、地域や学校の特色に応じた課題についての学習活動、職業や自己の将来に関する学習

活動などを行うこと。

中学校学習指導要領解説　道徳編

価値項目 4 －（10）世界の中の日本人としての自覚をもち，国際的視野に立って世界の平和と

人類の幸福に貢献する。



― 83 ―

佐々木　りえ

中
　
学
　
校

●出典・参考図書
・JICA 横浜国際センター海外移住資料館『海外移住資料館だより2006AUTUMN　資料探検

隊！第 5 回　パラグアイ農業に日系人の姿あり！～パラグアイの食卓を豊かにした～』

（2006年）P4, 5

・JICA 資料「Find the Link どうなってるの？世界と日本」（2013年 9 月）より一部抜粋

・DEAR　開発教育協会「ワークショップ版世界がもし100人の村だったら」（2003年 3 月25日）

・JICA 資料「学校に行きたい　国際協力とわたしたち」（改訂第二版2009年12月）


